
社会的な見方 • 考え方を働かせた批判的思考力を育成する社会科授業づ くり

森 田 敦 裕

1 研 究 の 背 景

資 質 ・能 力 の育成 を 目指 した , コ ン ピテ ン シーベ ー ス の教 育 へ の転 換 が求 め られ る よ うに

な って 久 しい。資 質 ・能 力 は, 学校 教 育 全 体 で育 成 を 目指 す , 予 測 困難 な現 代 社 会 を生 きて

い く うえで必 要 な汎用 的 な能 力 で あ り, そ の育成 を 目指 して授 業 改 善 が な され て い る。

これ につ い て 王子 は , 中学校 現 場 で は資質 • 能 力 の育成 につ い て の議 論 が深 まって い ない

こ と, 社 会 科 が他 教 科 の先 達 にな り得 る こ とを指 摘 して い る1)。つ ま り, 社 会 科 教 育 とい う

文 脈 で , 資 質 ・能 力 を捉 え直 し, そ の 育成 を 目指 した授 業 の あ り方 を具 体 的 に示 す こ とは,

学 校 の教 育 全 体 を捉 え直 す き っ か け に な る とい え る。 コ ン ピテ ン シー ベ ー ス の教 育 実 現の

た め に, 資 質 ・能 力 を育成 す る社 会 科 授 業 の具 体 を示 す こ とが 喫 緊 の課 題 で あ る と考 える。

2 研 究 の 目的 と方 法

本 研 究 で は , 資 質 ・能 力 を育 成 す る 中学 校 社 会 科 の授 業 モ デル (授 業者 の仮 説 に基 づ い た

単 元 レベ ル の授 業 計画 案 で あ り, 実 験 的授 業 を通 して批 判 的 に吟味 • 修 正 され た もの 2)) を

開発 す る こ とを 目的 とす る。 具 体 的 に は, 以 下 の 4 つ の方 法 で研 究 を進 め た。

① 社 会 的 な 見 方 • 考 え方 に 関す る先 行 研 究 の分 析 (本 稿 の 3 が該 当す る。 以 下 は 同様 。)

② 社 会 科 で 育 成 す べ き思 考 力 • 判 断力 • 表 現 力 等 の検 討 ( 4 )

③ 批 判 的 思 考 力 の育成 を 目指 した 実 験 的授 業 の実施 とその結 果 分 析 ( 5 , 6 , 7 )

④ 批 判 的 思 考 力 の育成 を 目指 した 中学校 社 会 科 授 業 モ デル の 開発 ( 8 )

3 社 会 的 な 見 方 • 考 え方 を働 か せ た社 会 科 授 業

これ ま で , 社 会 的 な見 方 • 考 え方 は , そ の表 記 の仕 方 も含 め, 多様 に捉 え られ て きた。 し

か し, 現 行 指 導 要領 解 説 社 会 編 で は, 授 業 にお い て考 察 , 構 想 す る際 の 「視 点 や 方 法 」で あ

る と明確 に定 義 され た 3)。 これ につ い て , 加 藤 は 「『社 会 的事 象 の見 方 ・考 え方 』 は, 社会

科 とい う教 科 な らで は の学 習 の仕 方 , 追 究 の仕 方 で あ り, 方 法 的 (機 能 的) な側 面 に焦 点 を
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当て た方 法概 念 とい え るの で は な い で し ょ うか」 と して い る4)。そ こで , 本 研 究 で は, 加 藤

の指 摘 を参 考 に, 社 会 的 な見方 • 考 え方 を, 「問い を見 い だ した り, 問 い を追 究 した りす る

た め の ツー ル 」で あ る と捉 えた。そ して , 社 会 的 な見方 • 考 え方 を働 かせ た社 会 科授 業 を,

「子 どもた ちが社 会 的 な見方 • 考 え方 に着 目 して , 社 会 科 な らで は の 問 い を見 い だ し, そ の

答 え を社 会 的 な見 方 • 考 え方 を用 い て 追 究 す る過 程 」 として研 究 を進 め た。

さ らに, 現 行 指 導 要領 解 説 社 会 編 には, 社 会 的 な見 方 • 考 え方 を働 かせ た 思 考 力 • 判 断力 •

表 現 力 等 の育 成 は, 知 識 及 び 技 能 の習 得 , 学 び に 向 か うカ • 人 間性 等 の?®養 と ともに, 資 質 ・

能 力 の 3 つ の柱 を育成 に資 す る こ とが期 待 され る とあ る5)。

この こ とか ら, 中学 校 社 会 科 で 育成 す べ き資 質 • 能 力 を育 む た め に, どの よ うな思 考力 ・

判 断力 • 表 現 力 等 を育成 す るの か, そ の育成 の た め に どの よ うな 問 い を設 定 す るの か を考 え,

授 業 と して 具 体化 す る こ とで , 資 質 ・能 力 を育成 す る社会 科 授 業 をつ くれ る と考 えた。

4 社 会 科 で 育 成 す べ き思 考 力 • 判 断 力 • 表 現 力等 と して の 批 判 的思 考 力

社 会 科 にお け る思 考力 ・判 断力 ・表 現 力 等 の育成 に 関す る研 究 は様 々 に な され て きた が ,

本 研 究 にお い て は , そ の 中で も主 に小 原 の研 究 を取 り上 げ た。小 原 は, 社 会 科 で 育成 す る こ

とが 求 め られ る 「思 考 力 ・判 断力 ・表 現 力 」 を, 社 会 的 事 象 や 問題 を 「読 み解 くカ 」で あ る

と した 6)。 しか し, 情 報 化 や グ ロー バ ル 化 が進 ん だ , 予 測 困難 で変化 の激 しい現 代 社 会 にお

い て は, 社 会 的事 象 を読 み解 くだ けで は不 十 分 で あ る。なぜ な ら, 判 断 の前 提 とな る知識 や

概 念 は 日々更 新 され続 け るか らで あ る。ま た , 人 に は様 々 な認 知 バ イ ア ス (思 考 の偏 り) が

あ り, 合 理 的 に考 え られ る力 が あ って も, 合 理 的 に妥 当 な判 断 が で き る とは 限 らな い か らで

あ る。

そ こで , 本研 究 で は, 社 会 科 で 育成 す べ き思 考 力 ・判 断力 ・表 現 力 等 の具 体 と して , 批 判

的 思 考 力 を取 り上 げて検 討 した。批 判 的 思 考 力 は多義 的 な概 念 で あ り, 論 者 に よって そ の捉

え方 が 異 な って い るが , 本 研 究 にお い て は, 社 会 科 で 育成 す べ き思 考力 ・判 断力 ・表 現 力 等

と して の批 判 的 思 考力 を, 「社 会 的事 象 や 問題 を合 理 的 ・反 省 的 に読 み解 くカ 」で あ り, 「目

標 達 成 の た め に, 自己 の 内外 に働 かせ る力 」 と して捉 える こ と とす る7)。

本 稿 の批 判 的 思 考 力 の思 考 形 式 を図 に表 す と, 図 1 の よ うに な る。合 理 的 か反 省 的 か を 図

の横 軸 と し, 思 考 対 象 を 図 の縦 軸 と した。そ うす る と, 思 考 形 式 は, 図 1 にお け る① ～④ の

4 つ に類 型 化 で き る。① の 「外 的対 象 の合 理 性 を吟 味 ・評 価 」 とは, 根 拠 に基 づ い た科 学 的

社 会 認 識 の形 成 , ② は科 学 的社 会 認 識 の も とに な る根 拠 の正確 さを熟 考 す る こ と, ③ は根 拠
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に基 づ い た 自己 の考 えの表 明 , ④ で は 自己 の 考 えが独 りよが りで は な い か を振 り返 る こと

を表 して い る。社 会 科 の授 業 にお い て , こ うした思 考 を実 際 に させ る こ とで , 批 判 的 思 考力

が育 つ と考 えた。

そ して , 図 1 で示 した批 判 的 思 考 力 を育成 す るた め の 問い と, 問 い を追 究 した結 果 , 獲 得

され る知 識 を示 した もの が表 1 で あ る。推 論 の 際 に根 拠 を問 い 直 した り, 価 値 判 断 の 際 にそ

の過 程 や 結 果 を吟 味 ・省 察 した り して , よ り吟 味 され た価 値 的知 識 と して の メ タ知 識 を獲得

して い くこ とで批 判 的 思 考 力 が 高 ま る と考 えた。

外的対象

自分 自身の思考

図 1 社 会 科 にお いて 育成 す べ き批 判 的 思 考 力

/  ヽ ゝ ’ ヽ
他に情報はないか ②外的対象 ①外的対象 〇〇は…である
本当に〇〇は…なのだろ うか の妥当性 を の合理性 を なぜな ら・・だか らだ

吟味 ・省察 吟味 ・評価
\ ノ < 7

反省 (省察) 的 � \� 合理 (論理) 的

④ 自分 自身の ③ 自分 自身の
思考に偏 りはないか 思考の妥当性 思考の合理性 △△は・• すべきである
本当に・■でよいのか を吟味 ・省察 を吟味 ・評価 なぜな ら★★だか らだ
★★は妥当か

\ / 1
X /

表 1 社 会 科 で育 成 す べ き批 判 的 思 考 力 と 「問 い 」 と 「知 識 」 の か か わ り

社会を読み解 くための問い
思考 ・判断/ 表現

(批判的思考力の内容)
知識

「どのように, どのような」
事実判断

事実的知識
記述

① 「なぜ, どうして」 ② 「本当にそ うなのか」
推論, 吟味 ・評価

概念的知識
説明

③ 「どうした らよいか, どの
解決策が望ま しいか」

④ 「本当にそれでいいのか」 価値判断, 吟味 ・省察 価値的知識
議論, 論述 メタ知識

5 批 判 的 思 考 力 を育 成 す る社 会 科 授 業 づ く りの枠 組 み

批 判 的 思 考 力 を育 成す る社 会 科 授 業 づ く りの枠 組 み を考 え るに あ た り, 原 田の 「カ リキ ュ

ラ ム の構 造 化 モ デ ル 」 を参 考 に した 8)。 原 田は, 「見 方 は事 実 (現象 ) を把 握 す るツール ,

考 え方 は主 に概 念 (理 論 ) 化 と価 値 観 形 成 (意 思決 定 ) を促 す ツール で あ る」 と して , 見方

と考 え方 を明確 に分 けた 叫 そ して , そ の ツール を用 い て どの よ うな 目標 が達 成 され るべ き
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か , 逆 向 き設 計 (バ ック ワー ド ・デ ザ イ ン) 1°) に基 づ い て 目標 を 3 層 に構 造 化 した。そ うし

た原 田のモ デ ル を基 に, 見 方 ・考 え方 の働 かせ 方 や , 授 業 にお け る到 達 目標 を捉 え直 して作

成 した授 業 づ く りの枠 組 み が表 2 で あ る

まず , 表 2 の学 習 過 程 に示 した よ うに, 見方 • 考 え方 は 明確 に分 け られ る もの で は な く,

学 習 の深 ま りと ともに, そ の働 き に軽 重 が つ く と考 えた。具 体 的 に は , 単 元 全 体 や 一 時 間 の

授 業 の 中で , 社 会 的事 象 や 問題 を見 出す 際 に は , 社 会 的 な見方 (視 点 ) が 強 く働 き, そ の 問

題 を解 決 す る過 程 で, 比 較 や 関連 付 け とい った社 会 的 な考 え方 (方 法 ) が 強 く働 い て い く と

捉 えた。

ま た , 批 判 的 思 考 力 に は, 能 力 や ス キル とい っ た認 知 的側 面 とあ わせ て, 批 判 的 に考 え よ

うとす る態 度 や 傾 向性 とい った非 認 知 的側 面 が あ る。そ の た め, 認 知 的側 面 に焦 点 を 当て た

批 判 的 思 考 力 を 「狭 義 の批 判 的 思 考 力 」, 非 認 知 的側 面 も含 め た批 判 的 思 考 力 を 「広 義 の批

判 的 思 考 力 」 と した。

そ う した批 判 的 思 考力 を育成 す るた め の学 習 過 程 は, ① 問題 の発 見 , ② 問題 の原 因分 析 ,

吟 味 • 評 価 , ③ 解 決 方 法 の吟 味 ・省 察 , 決 定 とい う 3 つ の過 程 で構 成 した。批 判 的思 考 は,

単 元 全 体 を通 して な され るが , 特 に② の問題 の原 因分 析 , 吟 味 ・評 価 の段 階 で は 「外 的対 象 」

を対 象 と した批 判 的思 考 を, ③ の解 決 方 法 の吟 味 ・省 察 , 決 定 で は 「自分 の思 考 そ の もの」

を対 象 と した批 判 的思 考 をす る よ うに授 業過 程 を構 造 化 した。

表 2 社 会 的 な見方 • 考 え方 を働 かせ た批 判 的 思 考 力 を育 成 す る授 業 づ く りの枠 組 み

学習過程
到達 目標 思考 ・判断

表現
態度 \ 知識 技能

見方 /
①問題発見

事実判断
記述

問題の発見 ［事実的知識 資料の読み取 り

/

②問題の原因を分
析, 吟味 ・評価

推論
吟味 ・評価
説明

1

文脈や根拠の吟味 1 概念的知識
1

探究

/ ③解決方法の吟

価値判断

議論
自己の考えの構築 ［価値的知識 主張

/ 考え方

味 ・省察, 決定 吟味 ・省察

論述
新たな問いの発見 ［メタ知識 再構築

6 実 験 的授 業 の 実 施

表 2 で示 した授 業 づ く りの枠 組 み に基 づ い て , 実験 的授 業 を 開発 ・実 践 した。本研 究 で は,

歴 史 的分 野 と公 民 的分 野 で 実 験 的授 業 を行 った が, 本 稿 にお い て は , 紙 面 の都 合 上 , 公 民 的

分 野 で の実 践 のみ を示 す 。
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( 1 ) 実 験 的授 業 の計 画

1 ) 目的

批 判 的 思 考 力 を育成 す る授 業 づ く りの枠 組 み を基 に開発 した授 業構 成 (案 ) に よ る授 業

に よっ て , 批 判 的 思考 力 が 育成 され るか検 証 す る。

2 ) 対 象 と次 期

鳥 取 県 の公 立 中学校 の 3 年 生 (32 名 ) を対 象 に, 令 和 6 年 10 月 2 日(水 ) ～ 8 H (火 )

に か けて 実施 した。

3 ) 評 価 方 法

松 下 の ア クテ ィブ ラー ニ ン グの評 価 方 法 を基 に設 定 した 以 下 の 4 つ の方 法 に よっ て ,

授 業 前 後 の 生徒 の変容 を明 らか にす る 頌。

① 社 会認 識 の変 容

単 元 を貫 く問 い に対 す る解 答 内容 の分 析 を通 して , 社 会 認 識 の変 容 を検 討 す る。

② パ フォー マ ンス課 題 にお け るル ー ブ リック評 価 の変 容

単 元 を貫 く問 い に対 す るパ フ ォー マ ンス を, ル ー ブ リックで評 価 す る こ とに よって ,

単 元 の前 後 で 生 徒 の批 判 的 思 考 力 の成 長 を見 取 る。

③ 批 判 的思 考 態 度 の変容

楠 見 らが 開発 した児 童 • 生 徒 用 一 般 的批 判 的 思 考 態 度 尺 度 と学 習 場 面 の批 判 的 学 習

態 度 尺 度 を用 い て , 単 元 の学 習 の前 後 に質 問紙 調 査 を行 い , 各 項 目の得 点 にお い て , 対

応 の あ る t 検 定 を行 う 12)。質 問紙 の反 応 形 式 は 「5 : とて も よ くあて は ま る」, 「4 : 少

しあて は ま る」 「3 : どち ら ともい えな い」, 「2 : ほ とん どあ て は ま らない」, 「1 : ま

った くあて は ま らない 」 の 5 件 法 とす る。

④ 振 り返 りの記 述 分 析

単 元 末 に書 い た振 り返 りの記 述 の分 析 を通 して , 生 徒 が 自分 の 思 考 過 程 を意 識 的 に

吟 味す る反 省 的 な思考 を行 うこ とが で きた か検 討 す る。

( 2 ) 単 元 の構 成

1 ) テ ー マ の設 定

公 民 的分 野 の教 科 書 にお い て , 意 見 が対 立す るテ ー マ と して示 され て い る, 死刑 制 度 の

是 非 を取 り上 げた I%
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2 ) 授 業過 程

授 業 過 程 は, 死刑 制 度 の あ り方 を, 批 判 的 に思 考 す る過程 と して構 成 した。そ の 際 の 中

心 とな る学 習 方 法 は, 吟 味 • 省 察 , 論 述 と した。吟 味 • 省 察 す る対 象 は現行 の社 会 制 度 で

あ り, よ りよい制度 の あ り方 を批 判 的 に思 考 させ た。 ま た , 論 述 は , 「主 張 」, 「根 拠 (理

由付 け) 」, 「(根 拠 を支 え る) 事 実 」 で構 成 した。

7 実験 的授 業 の 分 析

こ こで は, ル ー ブ リックに よ る評 価 と, 批 判 的 思 考 態 度 の変 容 につ い て の分 析 結 果 を示 す。

( 1 ) ル ー ブ リックに よ る評 価 の変 容

「よ り よ い 社 会 の 実 現 に 向 け

て , 日本 の 死刑 制 度 は今 後 ど うあ

るべ き か 」 とい う単 元 を貫 く問 い

を, 単 元 の 学 習 を通 して 一 貫 して

考 え させ , そ の結 果 を毎 時 間記 述

表 3 生徒 の論 述 を評価 す るル ー ブ リック

評 価 評 価 の 観 点

4 よ り よ い 死 刑 制 度 の あ り 方 を , 「個 人 の 尊 重 と 法 の 支 配 」 と , 「民 主 主 義 」 の 視 点 か

ら 考 え , 根 拠 や そ れ を 支 え る 事 実 , 予 想 さ れ る 反 対 意 見 に 対 す る 反 論 を 挙 げ て , 自 身

の 考 え を 論 述 し て い る 。

3 よ り よ い 死 刑 制 度 の あ り 方 を , 「個 人 の 尊 重 と 法 の 支 配 」 と , 「民 主 主 義 」 の 視 点 か

ら 考 え , 根 拠 や そ れ を 支 え る 事 実 を 明 ら か に し て , 自 身 の 考 え を 論 述 し て い る 。

2 よ り よ い 死 刑 制 度 の あ り 方 を , 「個 人 の 尊 重 と 法 の 支 配 」 や , 「民 主 主 義 」 の 視 点 か

ら 考 え , 根 拠 や そ れ を 支 え る 事 実 を 明 ら か に し て , 自 身 の 考 え を 論 述 し て い る 。

1 よ り よ い 死 刑 制 度 の あ り 方 に つ い て , 直 感 的 な 思 考 や 感 覚 的 な 判 断 に 基 づ い た 自 身

の 考 え を 表 現 し て い る 。

0 よ り よ い 死 刑 制 度 の あ り 方 に つ い て , 自 身 の 考 え を 表 現 し て い な い 。

させ た。生 徒 の記 述 は, 表 3 のル ー

ブ リック を用 い て評価 した 切。

全 4 時 間 の 生 徒 の 記 述 の 変 容 を示 した

もの が 図 2 で あ る。まず , 単 元 の学 び を通

して , 約 9 割 の生 徒 が 自己 の考 え を論 述 で

き る よ うに な った こ とが わ か る。第 1 時 で

は, 全 員 がル ー ブ リックの 1 の評 価 で あ っ

第 1時

第 2時

第 3時

第4時

0% 20% 40% 60% 80% 100%

□1 D2 団 3 B4

た が , 第 2 時 , 第 3 時 の学 習 で は, 社 会 的 な見
図 2 単元 を貫 く問い に対す る解 答 の質 の変容

方 • 考 え方 を働 かせ て , 単 元 を貫 く問 い を考
(欠席者 を除い た割 合 )

えた こ とに よって , ル ー ブ リックの 2 の評 価 の生 徒 が増 えた。そ して, 第 4 時 に は, ル ー ブ

リックの 3 , 4 の生徒 が増 えた。 この こ とか ら, 筆 者 の授 業構 成 の考 え方 に よっ てつ くられ

た授 業 が , 批 判 的 思考 力 の 育成 に効 果 的 だ っ た と考 え られ る。

表 4 は, ル ー ブ リックの評 価 が 4 に変 容 した 生 徒 の記 述 を示 した もの で あ る。! D226 の生

徒 の場 合 は, 単 元 の学 び の前 に は死刑 制 度 は必 要 で あ る と考 えて い た が , 社 会 的 な見方 ・考

え方 を働 かせ て 死刑 制 度 を見 る と, あ って は な らない と考 え る よ うに な って お り, 主 に個 人

の尊 重 とい う見 方 • 考 え方 を働 かせ て制 度 の あ り方 を批判 的 に思 考 した と判 断 され る。
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表 4 単 元 を通 した生徒 の記 述 の変 容 (一 部 抜 粋 )

I D 第 1 時 第 2 時

226 死刑 制度 は あ っ た方 が い い と思 い ま した。そ う

い う判 決 を され て い な い と、自分 の罪 が どん な
ん だ った か とか反 省 が で きな いか ら、あ っ た方

が い い と考 え ま した。万 引 き とか な ら死刑 じや

な くて もい い と思 う。だ け どた くさん の命 を奪

った罪 な ら死刑 が 当然 だ と思 う。

この 3 つ の見 方 ・考 え方 (個 人 の尊 重 、法 の支 配 、民 主主義 ) を見 てみ る

と、や は り一 人 ひ と りを大 切 にす る と書 い て あ り、な の で 、私 は死刑 制 度
は この 3 つ に違 反 す る と思 い ま した。

死刑 制度 は 、一 人 ひ と りの人 権 、尊 重 し合 えて ない と思 うか ら。 国 は法 に

従 う と書 い て あ る法 の 支 配 で は 、 一 人 の 人 間 と して 尊 重 す る と書 い て あ

る。 だ か ら、私 は死刑 制度 は な しの方 が良 い と考 え ま した。 中 には 、死刑

制度 は あ った 方 が よい とい う意 見 もあ りま した。 この理 由 に対 して私 は こ

う考 えま した。 責任 は負 わ な い とい けな い、だ け ど罪 を犯 して しま い しっ

か り反省 して い る人 だ って い るの に 、死刑 をす るべ き で は な い と思 う。す

ベ て の人 が死刑 を望 ん で い るわ けで は ない と思 う。

( 2 ) 批 判 的 思 考 態度 の変 容 表 5 批 判 的 思 考 態度 の変 容

荷 % 伯 D 事 前 (N=26) 事 後 (N=26) 有 意 確 率

第 1 時 と第 4 時 の質 問紙 の各 項 目の得
質 問 ^^ 目

M SD M SD t  値 (p 値 )

点 にお い て対 応 の あ る t 検 定 を行 っ た結
W ぎ 筆 び た い と 富 う :

危 8 0. 90 4. 08 0. 85 - 2. 58 (0. 02) *

Q3 他 の 人 も 納 得 で き

る よ う に , 理 由 を つ け 3. 69 0. 79 4. 23 1. 02 - 3. 04 (0. 01) *

果 , す べ て の質 問項 目にお い て, 平 均 得 点 て 説 明 し よ う と す る 。

Q19 授 業 で は 積 極 的 ( ゝ
> 、 づ 〇• U4 ! ■! 〇 〇• 1* Z. Id (U. U4ノ 寧

が 向上 した。 そ の 中で も QI , Q3, Q19,

の平 均 得 点 が有 意 に向上 した (表 5 ) 。

に 質 問 す る 。

*pく. 05

( 3 ) 考 察

批 判 的 思 考 力 を育成 す る社 会 科 授 業 づ く りの枠 組 み におい て, 授 業 を開発 • 実 践 した とこ

ろ, 認 知 的側 面 と非 認 知 的側 面 の 両方 にお いて , 批 判 的 思 考 力 の成 長 が 一 定 程 度見 られ た。

榊 原 も指 摘 す る よ うに, 批 判 的 思 考 力 は, 幾 多 の教 育 実践 に よっ て醸 成 され る もの で, 有 用

性 の あ る取 り組 み を継 続 的 • 反 復 的 に実 践 す る こ とに よ り定 着 す る もので あ る ⑸。 授 業 前

後 の 生 徒 の 変 容 か ら, 筆 者 の考 えた授 業 の取 り組 み は有 用 性 が 一 定 程 度 あ る と考 え られ る

し, そ う した 取 り組 み を今 後 も続 けて い く こ とで , 批 判的 思 考 力 を育 成 で き る と考 え る。

8 社 会 的 な 見 方 • 考 え方 を働 か せ た批 判 的思 考 力 を育 成 す る社 会 科 授 業 モ デ ル

実 験 的授 業 の結 果分 析 に基 づ い た , 批 判 的 思 考 力 を育成 す る社 会 科 授 業 モ デ ル を示 す 。

( 1 ) 目標 の構 造

目標 と して の批 判 的思 考 力 は, 表 6 の よ うな構 造 に な る と考 え られ る。表 の縦 軸 に は, 社

会 的 な見方 • 考 え方 を働 かせ て, どの よ うな 問 い に答 えて い くか を示 し, 横 軸 は それ に よつ

て どの よ うな力 を育成 す べ きか を示 した。この よ うに, 社 会 科 で育 成 す べ き批 判 的 思 考 力 は,

事 実 判 断 に始 ま り, 推 論 や 価 値 判 断 を経 て , 導 き 出 され た 自己 の考 え を省 察 す るこ とで 高 ま

る, 認 知 的側 面 と非認 知 的側 面 を有 した能 力 で あ る と考 え られ る。
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表 6 社 会 科授 業 で育成 す べ き批 判 的 思 考 力 の構 造

批判的思考力の内容

見方 ・考え方 と問い

思考 ・判断
態度

表現

見方 /

/ 考え方

どのように
どのよ うな

事実判断
問題の発見

記述
なぜ
どうして
本当にそ うなのか

推論
吟味, 評価 文脈や根拠の吟味, 評価
説明

どうした らよいか
どの解決策が望ま しいか

価値判断
自己の考えの構築

議論

本当にそれでいいのか
吟味, 省察 自己の考えの修正

新たな問いの発見論述

( 2 ) 内容

学 習 内容 は, 必 然 的 に答 えが容 易 に 出 な か っ た り, 立場 や 人 に よっ て答 えが た くさん考 え

られ た りす る, テ ー マ や 問題 を取 り扱 う必 要 が あ る。 例 えば , 「開発 か保 全 か」 とい った よ

うな社 会 的論 争 問題 な どが例 と して挙 げ られ る。

( 3 ) 授 業構 成 の考 え方

批 判 的 思 考 力 を育 成 す るた め の 単 元 単位 で の授 業 構 成 の考 え方 を示 した もの が , 表 7 で

あ る。 この よ うに, 社 会 科授 業 にお け る学 習 過 程 を, 批 判 的思 考 の過 程 と して捉 え, そ の育

成 の た め に必 要 な活 動 を過 程 に合 わせ て配 列 し, 生 徒 に実 際 に批 判 的 思 考 を させ る よ うに

授 業 を構 成 す る こ とで , 批 判 的 思 考 力 が 高 ま る と考 え られ る。

表 7 批 判 的 思 考 力 を育 成 す る社 会 科 授 業構 成 の考 え方

学習 過 程 学 習活 動 批 判 的思 考 の プ ロセ ス

問題 発 見 ・解 はい くつ で もあ り うる よ うな学 習 問題 ( 単 元 を貫

く問い ) と出会 わせ る

・社 会 的 な 見 方 ・考 え方 を働 かせ , 社 会 的事 象 を捉 え る

• 認 知 的 不 協 和 が起 き, 学習 問題 を見 い だす

・社 会 的 な見方 • 考 え方 を働 かせ , 学習 問題 を解 決 す る た

め の現 時 点 で の 自身 の 考 え (仮説 ) を立 て る

問題 の原 因

を分析

吟 味 ・評 価

• 学 習 問題解 決 のた め に必 要 な情 報 を考 え させ る

・生徒 の仮説 や , 必要 だ と考 えて い る情 報 を も とに, 教

師 が各 時 間 の学習 問題 (本 時 の 問い ) を定 め る

・各 時 間 の学 習 問題 を考 え させ る こ とで , 学 習 問題 の

原 因 を分 析 させ る
・自身 の 推 論 の も とに な る, 情 報 や 資 料 の妥 当性 を吟

味 ・評 価 させ る

・学 習 問題解 決 のた め に, 何 が わか れ ばい い の か考 え る

・学 習 問題 解 決 のた め に, 社 会 的 な 見 方 ・考 え方 を働 か

せ , 各 時 間 の 学習 問題 に対 す る答 え を推 論 して , 科 学 的

な社 会認 識 を形成 す る

• 社 会 認 識 の根 拠 とな る外 的 対 象 の妥 当性 を 問 い 直 し,

社 会 認 識 を修 正す る

• 自身 の推 論過 程 や 結 果 を記 録 す る

解 決 方 法 の

吟 味 ・省 察

決 定

・問題 解 決 の た め の 方 法 を考 え させ た り, 様 々 な解 決

方 法 の 中か らよ りよい方 法 を選 択 させ た りす る

• 自分 の考 え を, 根 拠 を明確 に して, 他 者 と議 論 させ る

• ペ アや 小 集 団 で, 相 互 に考 えや , 考 え の根 拠 の妥 当性

を批 判 させ る

・自身 の推 論 過 程 や , 他 者 との議 論 を踏 ま え, 自分 の考

え を再構 築 させ る

・社 会 的 な見 方 ・考 え方 を働 かせ , 自身 の推 論過 程 や 結 果

を基 に, 学 習 問題 に対 す る, 自身 の考 え (価 値 判 断 , 意 思

決 定 ) を暫定 的 に表 現 す る

• 暫 定 的 な 自身 の考 え を基 に, 他 者 と議 論 す る

・他 者 との議 論 を踏 ま え, 自身 の考 え を問 い 直 し, 自身 の

考 えの妥 当性 を吟 味 • 省 察す る

・これ ま で の 単 元 の学 習 を振 り返 り, よ りよい 問題 解 決

の方法 を再 度 考 え, 論 述 す る
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( 4 ) 授 業 モ デル

1 ) 単 元名 「日本 の死刑 制 度 の あ り方 を考 え よ う」

2 ) 単 元 の 目標

• よ りよい社 会 の実 現 に 向 けて , 日本 の死 刑 制 度 は今 後 ど うあ るべ きか, 「個 人 の尊 重 と

法 の支 配 」, 「民 主 主義 」 とい う視 点 か ら批 判 的 に考 え, 自己 の考 え を論 述 で き る。

3 ) 単 元 の評 価 基 準

「十 分 満 足 で き る 」

生 徒 の 状 況 (A)

「お お む ね 満 足 で き る 」

生 徒 の 状 況 (B)

「努 力 を 要 す る 」

生 徒 (C) へ の 手 立 て

思 考 力 • 判 断

力 • 表 現 力 等

よ り よ い 死 刑 制 度 の あ り 方 を , 「個 人 の 尊

重 と 法 の 支 配 」 と , 「民 主 主 義 」 の 視 点 か ら

考 え , 根 拠 や そ れ を 支 え る 事 実 , 予 想 さ れ

る 反 対 意 見 に 対 す る 反 論 を 挙 げ て , 自 身 の

考 え を 論 述 し て い る 。

よ り よ い 死 刑 制 度 の あ り 方 を , 「個 人 の 尊

重 と 法 の 支 配 」 や , 「民 主 主 義 」 の 視 点 か ら

考 え , 根 拠 や そ れ を 支 え る 事 実 を 明 ら か に

し て , 自 身 の 考 え を 論 述 し て い る 。

こ れ ま で の 学 習 内 容 を 振 り返 ら せ て , 自 分

の 考 え や , そ の 根 拠 と な る 資 料 を 整 理 さ せ

る

4 ) 単 元 の展 開

授 業過 程 主 な発 問や 指 示 学習 活 動

問題 発 見

(第 1 時 )

• 教 科 書 に は, 個 人 の尊 重 に反 す る慣 習 や 制 度 に あっ た ら, 声 を上 げ る こ

と とあ ります 。で は, この事例 を見 て くだ さい。 これ は誰 が , 誰 の, どの

よ うな権 利 を侵 害 して い るで しょ うか。

・これ は死刑 を巡 る今年 の特 徴 的 な ニ ュー ス です。死刑 制度 は, 個 人 の命

を国家 が 奪 う制 度 です が , これ は個 人 の尊 重 に反 す る とい えます か。

• 実 は, 死刑 制度 に 関 す る議 論 は, これ ま で何 度 も され て きま した。今 年

の秋 に は, 民 間 の 団体 が , 死刑 制 度 の あ り方 を国 に提 言 す る とい われ て い

ます。中学生 の皆 さん は, よ り良 い社 会 の実現 に 向 け て, 死刑 制 度 は ど う

あ るべ きだ と思 い ます か。

・現 時 点 で, あ なた は死 刑 制 度 の あ り方 に対 して どの よ うに考 え ます か。

ま た, 死刑 制 度 の あ り方 を考 え るた め に は, どの よ うな情 報 が必 要 で しょ

うか。

・自分 た ち の 身 の 回 りに人 権 侵 害 が な い

か, 振 り返 る。

・見方 ・考 え方 を働 かせ て資 料 を見 る こ と

で, 問題 を発 見す る。

• 仮 説 を立 て る。

・問題 解 決 のた め に, どの よ うな情 報 が必

要 か , 単 元 の見通 しを持 つ。

問題 の原 因

分 析

吟 味 ・評 価

(第 2 時 ,

第 3 時 )

・死刑 制 度 の あ り方 を考 え るた め に, み な さんが必 要 だ と思 う情 報 の例 を

見 てみ ま しょ う。

・皆 さん の知 りた い情 報 を基 に, 死刑 制 度 に関す る基 本 的 な情 報 を整 理 し

ま しょ う。

・なぜ , 死刑 制 度 をめ ぐる議 論 が対 立 して い る のか, 死刑 存 置派 と廃 止 派

の考 え を, 資 料 を基 に考 え て み ま しょ う。そ の際 , 1 時 間 目にみ ん なで 確

認 した 「個 人 の尊 重 と法 の支 配 」 とい う視 点 か ら考 えて み ま しょ う。

・死刑 廃 止 派 , 死刑 存 置 派 , それ ぞれ の主 張や根 拠 に対 して の意 見や , 新

た な疑 問点 は あ りませ ん か。それ ぞれ の 立場 の根 拠 や , それ を支 え る事 実

を見 た ときに, 疑 問点 はあ りませ ん か。 問い 直 してみ ま しょ う。

・本 時 の ま とめ と振 り返 りを しま し ょ う。

・死刑 制 度 の あ り方 を考 え る た め に必 要

な情 報 を整 理 す る。

• 死刑 制 度 の あ り方 をめ ぐる議 論 が, なぜ
対 立 して い るのか, 見方 ・考 え方 を働 かせ

な が ら, 資料 を読 み取 り考 え る。

• 存 置 派 , 廃 止 派 それ ぞれ の主 張や そ の根

拠 に対 して 問い 直 しを行 う。

・本 時 で 学 ん だ こ とを基 に, 単元 を貫 く問

い に答 え た り, 学 び を振 り返 った りす る。

• 前 回 の皆 さん の ま とめや 振 り替 え りを見 てみ ま し ょ う。

• 皆 さん の知 りた い情 報 や , 前 回 の授 業 で 出 た疑 問点 を基 に , 死刑 制 度 に

関す る基 本 的 な情 報 を さ らに整 理 しま しょ う。

«なぜ , 死 刑 制 度 をめ ぐる議 論 が対 立 して い るのか, 死刑 存 置派 と廃 止 派

の考 え を, 資料 を基 に考 え てみ ま しょ う。 そ の際 , 「民主 主義 」 とい う視

点 か ら考 えてみ ま しょ う。

• 死刑 廃 止 派 , 死刑 存 置 派 , それ ぞ れ の主張や 根 拠 に対 して の意 見 や , 新

た な疑 問点 はあ りませ ん か。それ ぞれ の立場 の根 拠 や , それ を支 え る事 実

を見 た とき に, 疑 問点 はあ りませ ん か。 問い 直 して み ま しょ う。

・本 時 の ま とめ と振 り返 りを しま し ょ う。

• 死刑 制 度 の あ り方 を考 え るた め に必 要

な情 報 を整 理 す る。

・死刑 制 度 の あ り方 をめ ぐ る議 論 が, なぜ
対 立 して い るのか, 見方 ・考 え方 を働 かせ

な が ら, 資料 を読 み取 り考 え る。

・存 置 派 , 廃 止 派 それ ぞれ の 主 張や そ の根

拠 に対 して 問 い直 しを行 う。

・本 時 で 学 ん だ こ とを基 に, 単元 を貫 く問

い に答 え た り, 学 び を振 り返 っ た りす る。

解 決 方法 の

吟 味 ・省 察

決 定
(第 4 時 )

・み な さん は, よ りよい社 会 の実現 に 向 けて , 日本 の 死刑 制 度 は ど うあ る

べ きだ と考 え ます か。

・他 の 人 と意 見 を交 換 してみ ま し ょ う。そ の際, 根 拠や , それ を支 え る事

実 に関 して, 疑 問 に思 っ た こ とを質 問 した り, 一 緒 に考 えた り して み ま し

よ う。 そ の際, 大 事 な こ とは メモ を取 ってお き ま し ょ う。

・これ ま で学 ん だ こ とや , 他 者 との議 論 を踏 ま えて, 再 度 自分 で考 え, そ

の考 え を ワー クシー トに ま とめま し ょ う。
• 単 元 の学 び を振 り返 りま し ょ う。

・これ ま で の学 び を振 り返 りなが ら, よ り

よい死刑 制 度 の あ り方 を判 断す る。

• 他 者 との議 論 を通 して , 見方 ・考 え方 を

働 かせ な が ら, 判 断 を吟 味 ・省 察す る。

・自 らの判 断 を再構 成 して , 自己の考 え を

論 述 す る。

・振 り返 りを行 う。
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9 成 果 と課 題

本 研 究 の成 果 は , 実 験 的授 業 に基 づ い た , 資 質 ・能 力 の育 成 を 目指 した社 会 科 授 業 の一例

を授 業 モ デ ル の形 で示 せ た こ とで あ る。た だ し, 本 研 究 で 開発 した授 業 モ デ ル は, 実 験 的授

業 を吟 味 ・修 正 して , 現 時 点 で到 達 した もの で あ る。それ ゆ え, さ らな る授 業 の 開発 • 実践

が必 要 で あ る。ま た , そ の過 程 にお い て, 批 判 的 思 考 力 の成 長 を測 る方 法 や , 授 業構 成 の考

え方 につ い て も再検討 を行 っ て い きた い。
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